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● 共通項目表(項目1から20) 

 



 

 196 

 



 

 197 

 
 

 

 



 

 198 

全仮想事例リスト 

※表記は模擬事例となっているが、本文中にもあるように提示する際は、項目評定用仮想事

例という表記になっている。 

模擬事例#1：身体的虐待 

 
● 本児（通告 5 歳男児） 

○ 普段はぼーっとしており「疲れた、何もしたくない」と言うが、あるときは

落ち着きが無く、園ではお友達を叩いたり、先生が注意をすると物に当たっ

たり、親にも反抗的な態度がよく見られている。 

○ 入園当初から他児への粗暴な行為が目立っていた 

○ 一方で、母親がしんどそうな時は、「ママ大丈夫だからね、ママ頑張ってる

よ」と過剰に声をかける場合もある。 

 
 

通告の経緯・現在の状況 

● 保育園から10月5日15時に貴組織に連絡・通告あり。以下概要 

● コロナ禍でマスクをつけているが、マスクを外したら、左目の下に黒い痣があっ

た。どうしたのか尋ねると、本人は「僕が悪いからママに叩かれた」と答える 

● 福祉事務所が保育園を訪問して安全確認したが、本児答えず。 

● 頭部顔面の殴打が疑われ、かつその他にも腕や太もも内側にも傷アザが見つかった

ため、貴組織に通告となった。 

● 母は貴組織の訪問に拒否的で、ドアホン越しに「その傷は知らない。なんでうちに

来るの？いつも階下の住人からもうるさいって苦情が来るし、誰も助けてくれない

し。こっちはちゃんとやってるのに。もう来ないで・・・」と泣き崩れる。 

 

家族構成 

● 母 

○ 本児 2 歳の頃に離婚し以来、母子家庭 

○ 母は園の先生やお母さん友達と話す場面はほとんど見られず、園の先生曰

く、母は子供に対する対応はそっけないとのこと。 

○ 母親との個人面談で「うちの子、なんか育てにくくて、昔から手がでちゃう

ときがある」「もううち子育て無理かも、これ以上一人でやってたらあの子

に何をするかわからない・・・」「もう園で上履きとかスモッグとか洗って

もらえないですか？」と話してくる。 

○ 母は非正規職員で今年度末で契約が切れることから次の仕事を見つけなけれ

ばという焦りがある。 

● 内縁の夫 

○ 最近では、内縁の夫と思われる男性の本児宅への出入りが目撃されている 

● 父親 

○ 本児2才の時に離婚、離婚理由は DV  

 

検診・住居の変更 
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（B市居住時は予防接種や1歳半健診は受診） 

2歳 両親離婚（原因：DV） 

3歳 3歳児健診 未受診（B市） 

3歳 A市に転入 

5歳 当該通告  
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模擬事例2：身体的虐待 

 
● 本児（9 歳女児：小学校3年生） 

○ 学校では落ち着き無く、友達とのけんかも多い 

○ 成績は中程度 

○ 服装は普通。遅刻や忘れ物が多い 

 
 

通告の経緯・現在の状況 

● 小学校から7月14 日 13時に貴組織に連絡・通告あり。以下概要。 

● 保健室にておなかや背中など見えにくい部分に新旧の傷アザがあり、理由を聞くと

「お父さんから叩かれた。帰りたくない。助けてほしい」という話があった。 

● 子供同士のケンカが多く、学校から連絡すると、母は「子供のけんかなんだから学

校でなんとかして」とのこと 

● 母は、姑がたまに来ることがストレスで、夫とも小競り合いが多い。 

● 学校が母に傷アザのことを尋ねると、「この子が悪いから叩かれるのは仕方ない」

「夫はキレると何をするかわからないので、私から言えない」。 

● 母は弟には優しいが、本児には厳しく「勉強しないなら、ご飯は当然なし」と無視する

ことが多い。そのため本児が泣いてもまったくあやさない。 

● 貴組織の訪問に対して一切ドアを開けず居留守を決め込む。 

 

家族構成 

● 母 

○ 高齢出産で38歳の時に本児出産。出産後は主婦 

○ 毎日のように近隣の居酒屋に本児を深夜まで連れ回す 

○ 弟には優しいが、本児には冷たく、「勉強しないからご飯なし」となること

が多い 

● 父 

○ 長距離トラック運転手 

○ 子育てにはあまり協力的ではない。夜は毎晩飲みに出歩き、キレると怒鳴

る。包丁を持ち出し母と本児を脅すことがあった。 

● 弟 

○ 5歳男児。幼稚園に通っているが、問題事象などは無し  

 

健診・住居の変更 

● 本児童・弟ともに健診時は問題なし  
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●   
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模擬事例＃3：身体的虐待 

 
● 本児（通告時7ヶ月女児） 

○ 帝王切開で出産 

○ 身長体重は通常の発達曲線より少し下回る 

 
 

通告の経緯・現在の状況 

● 総合病院救急から12月28日16時に貴組織に連絡・通告あり。以下概要。 

● 左脛骨骨折にて入院。入院時、咳と発熱があったため胸部レントゲン撮影をしたと

ころ 右第 6 肋骨と第 7 肋骨前外側部に治癒したあとの陳旧性肋骨骨折が認められ

た。 

● 両親は「足が腫れてきたので受診した。肋骨の骨折については思い当たる節が無

い。」と言っているが、この年齢では特殊な場合じゃないと起こらない怪我 

● 貴組織は病院に訪問し、母親に経緯を確認。「脚の骨折については、5 歳の姉がソ

ファーの上で本児を抱き上げて立ち上がったところ、足を踏み外し、2 人とも床に

倒れこんだ。姉はしりもちをついた形 になったが本児は前に転がった。激しく泣い

て、まもなく脛が腫れてきたので受診した。 肋骨の骨折については具体的に思い当

たる出来事が無い。たまに姉が本児を強く押すことはあった」と話している。 

● 医師は、「その程度では肋骨の骨折は起こらない」と話す。 

● 病棟で見る限り本児・姉・母親に親子関係の異常は感じられないが、時折姉が母親

に話しかけたことを母親が無視したり、「ここから近づかないで」と姉を拒絶・行

動を制限することがあった。 

 

家族構成 

● 母 

○ 主婦、厳格なベジタリアン 

○ 子供の服装や子育てには無頓着 

○ 少し知的にゆっくり 

● 父 

○ 保険業サラリーマン 

○ 本児がよく寝るからと母が本児の顔にガーゼを掛ける時が何度かあり、それ

は危険だと母親を叱ったことがある 

○ 育児には協力的 

● 姉：4歳女児 

○ 幼稚園に通園中、季節外れの服を着ていることがある 

○ 園では大人を独占しようとすることがある 

 

健診・住居の変更 

これまで市区町村や保健センターなどの関わりも特にない  
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模擬事例＃4：身体的虐待・ネグレクト 

 
● 本児（3歳男児） 

○ 保育園に入園中。担任保育士を独占しようとする傾向あり。 

○ 最近少し表情が暗い。季節外れの服を着ていることがある。 

○ 体重が増加せず、標準体重の−2.0SDを切るレベルの体重 

 
 

通告の経緯・現在の状況 

● 市民病院小児科から4月8日10時に貴組織に連絡・通告あり。以下概要 

● 手首の痛みを訴えて受診。母は「公園の滑り台から落ちた際に手をついた」と話

す。右手の手のひらの中の骨折を認める。 

● 医師は「この部位は強い力で踏みつけられるなど相当強い圧迫がないと折れない部

位」と話す。医師は母親の受傷状況の説明が気になり通告した。 

● 両親は医師の所見に不信感や怒りを示しており「虐待なんかじゃない」と話すが、

医師は検査入院とし、退院を待ってもらっている。 

● 貴組織の聴き取りでは、本児は「手が痛い、滑り台から落ちた」とのみ話す。表情

は暗い。滑り台から落ちたのは誰も見ていない。 

 

家族構成 

● 母 

○ 母はパート就労中。夜間、水商売に出ている可能性が疑われていたり、母内

縁の夫と母とも子どもを置いて飲みに出ているという情報あり。 

○ ママとものライングループでのチャットが癒やし 

● 内縁の夫 

○ IT企業エンジニア 

○ 内縁の夫は断続的にしか仕事をせず、文句を言った母に数度の暴力をふるっ

た経緯があり、DVが疑われている 

● 弟（1歳） 

○ 低体重で出産。弟は体重増加が思わしくなく、4 か月で体重低下があり、 

身長が正常範囲なのに体重が-2SD を切ったので保健師が強く勧めて病院受

診させ、低栄養状態ということで入院となった経過がある。 

● 父 

○ 母が過去に付き合っていた男性。未入籍で、妊娠が分かった時から音信不通 

 

健診・関係機関情報 

● 保健センターの情報では、乳幼児健診未受診、訪問しても会えないことが多い家

庭。 

● 保育園からは給食をがつがつ食べるという情報あり。 

● 準ごみ屋敷状態で、生活習慣も乱れが激しい  
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模擬事例＃5：ネグレクト 

 
● 本児（5歳男児 保育園児） 

○ 父親と母親は不妊治療を長年してきた結果、やっと授かったのが本児。 

○ 本児は4歳時点で保育園に入所しているが、最近の3か月間はほぼ全欠状態。 

○ 保育園担任から家庭訪問してきたが、会えるのは 3 回に 1 回程度。 

○ 本児の体調が悪いとか、母の体調が悪いなどで訪問キャンセルも多く、訪問

しても応答なしの場合もある。 

 
 

通告の経緯・現在の状況 

 

● 総合病院院内虐待対応チームから11月29日午前10時に貴組織に連絡・通告あり。以

下概要。 

● 5 歳児の原因不明の意識障害。低酸素状態で救急搬送。救急処置で快復、おそらく

喘息の発作による気道閉塞の可能性とのこと。今回は母が仕事から帰宅したら本児

が倒れており、救急車を呼んだとのこと。なんでこうなったかは不明だがなんとか

してほしいと思っている。 

● 本児の健康管理に関する重度ネグレクトとして通告があったもの。 

● 本児の3歳上の兄は2歳の時に心不全で不審死している。 

● 従来から放置ネグレクト、ヘルスケアネグレクトで過去に継続歴が貴組織であった

ケース。今回は、低酸素状態になってからすぐではなく、救急車を呼ぶまでに20分

ほど時間経過していた。 

● 本児は予期せぬ妊娠で出来た子どもで、本児が泣き止まない場合は叩くこともあ

り、新旧の傷アザがある。 

● 母親は、本児の目の前で喫煙をしており、医師が何度注意してもやめない 

 

家族構成 

● 母 

○ 母は近くにある介護施設に清掃補助のパート就労(本児の保育要件になって

いる)をしているが休みがちでまともに働けてはいない様子。  

○ 家はごみ屋敷状態で物が散乱しており、風呂は使えているか不明。食事はコ

ンビニ物が中心で調理はたまにする程度とみられる。 

○ 一度コンビニに子どもを置いて母が先に帰ってしまうことがあった。 

● 父 

○ 父は現場労働者日雇いに近い就労形態だが、専門的な資格をもっており、し

ばしば夜間工事に出ている。 

 

健診・関係機関情報 

● 乳幼児健診、予防接種等はすべて受診してきているが、栄養状態や言葉の発達の遅

れ、喘息の治療状況等の養育状況で要経過観察 
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